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一
端
を
知
る
貴
重
な
資
料

　

八
月
二
十
七
日
付
け
で
、
洞
雲
院
（
坂

部
）
が
所
有
す
る
、「 
賦  
山  
何  
連  
歌 
」

ふ
す 
や
ま 
な
に 
れ
ん 
が

（ 
杜 かき 
若 

つ
ば
た

 
連  
歌 
）
一
巻
が
愛
知
県
の
有
形
文
化
財
に

れ
ん 
が

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
土
・
桃
山
時
代
の
連
歌
の
第
一
人
者
、

 
里  
村 

さ
と 
む
ら 

紹 
じ
ょ
う 

巴 
（
一
五
二
四
〜
一
六
〇
二
）
は
、

は

永
禄
十
（
一
五
六
七
）
年
二
月
に
京
都
を

立
ち
、
富
士
山
見
物
に
出
掛
け
ま
す
。
旅

の
途
中
の
四
月
、
刈
谷
城
主
水
野
氏
の
重

臣
、 
無  
仁  
斎 
の
家
に
招
か
れ
連
歌
会
を
興

む 
じ
ん 
さ
い

行
し
ま
す
。
紹
巴
は
京
都
に
帰
っ
た
後
、

金
銀
で
草
花
な
ど
を
下
絵
し
た
華
麗
な 
絵 え

懐か
い

   
 
紙 
を
作
り
、
刈
谷
の
地
で
詠
ま
れ
た
百

し

句
を
自
ら
清
書
し
て
、
興
行
主
無
仁
斎
に

贈
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
が
賦
山
何
連
歌
で

す
。

　

連
歌
は
、
短
歌
の
上
句
と
下
句
を
交
互

に
詠
み
重
ね
て
、
百
句
ま
で
続
け
る
「
百

韻
」
と
い
う
形
式
が
と
ら
れ
ま
す
。

　

里
村
紹
巴
は
、
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉

ら
権
力
者
と
の
交
流
が
深
か
っ
た
連
歌
師

で
す
。
連
歌
師
は
京
と
地
方
の
間
を
旅
す

る
途
中
に
、
そ
の
行
く
先
で
歓
待
さ
れ
、

連
歌
の
興
行
に
招
か
れ
て
、
連
歌
の
指
導

を
し
ま
し
た
。

　

縦
十
八
㌢
、
横
四
百
八
㌢
の
巻
物
に
仕

立
て
ら
れ
た
絵
懐
紙
に
は
、
冒
頭
に
「
賦

山
何
連
歌
」
と
書
か
れ
、「
杜
若
お
り
ゐ

て
く
ら
す
木
陰
か
な
」「
沢
辺
の
水
も
な
つ

ふ
か
き
色
」
の
二
句
で
始
ま
り
、
百
句
続

き
ま
す
。

　

今
回
、
県
指
定
の
文
化
財
に
な
っ
た
理

由
は
、『
紹
巴
富
士
見
道
記
』
に
記
さ
れ

た
連
歌
会
の
懐
紙
が
、
賦
山
何
連
歌
を
含

め
三
書
し
か
残
っ
て
い
な
い
こ
と
、
華
麗

な
絵
懐
紙
に
紹
巴
が
自
ら
連
歌
を
清
書
し

た
こ
と
、
当
時
の
こ
の
地
方
の
文
化
活
動

の
一
端
を
知
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る

こ
と
な
ど
で
す
。

　

刈
谷
の
地
で
詠
ま
れ
た
連
歌
が
、
ど
う

し
て
洞
雲
院
に
残
っ
て
い
る
の
か
は
、
不

明
の
よ
う
で
す
が
、
洞
雲
院
は
水
野
忠
政

の
娘
徳
川
家
康
の
生
母
於
大
の
方
が
再
婚

し
た
坂
部
城
主
久
松
家
の
菩
提
寺
で
、
水

野
家
と
久
松
家
を
介
し
て
、
於
大
の
方
の

遺
品
な
ど
と
と
も
に
、
同
院
の
所
蔵
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課
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連歌を詠んだ人と数が記された末尾部分

連歌の冒頭部分


